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ｕ双

９
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ｒ
ｙ
号「朝陽」係/

北
海
道
朝
陽
会

日
　
時
　
平
成
二
年
六
月
二
た
い

〈‘
　
場
　
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
旭
の
出

出
席
者

一故
称
略
）

池
主
　
義
治
（
２
回
）

千
葉
　
燎
郎
・（
１３
回
γ

遠
藤
　
象
二
（
２‐
回
）

大
田
　

一凛
（新
２
回
）

爾
田
　
泰
男
（新

‐３
鶴
Ｉ
小
鳩

　

・■
（新
４
回
）

黒
露
舞
震
子
（＝
１１
日
）
益
＝
　
幸
■
（新
１３
回
）

斉
藤
　
頼
慇
（粧
１５
回
）
馬
渡
　
崚
輔
（新
１７
憬
）

吉
村
　
　
■
（新
１７
回
）
書
村
　
桃
子
（新
１７
回
）

曲
崎
　

一
彦
（新
繋
回
）
永
瀬
一
儀
胡
〈
新
”
回
一

松
野
　
　
功
（新
２７
回
）
松
野
　
淳
子
（新
２７
回
し

藤
丼
　
菫
井
（織
”
回
）
大
庭
　
一
薫
（新
∞
回
）

鈴
木
　
修
範
（新
３４
回
）
内
由
　
弘
美
（新
“
回
）

荻
野
　
浩
史
（
新
４２
回
）
　

　

　

　

以
上
２‐
名

権
雨
の
な
い
■
機
の
さ
ゎ
ゃ
か
な
木
胡
に
導
メ
回

の
北
海
邁
飢
陽
算
が
蘭
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
■
、

二
一
懇
と
例
年
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
，
参
加
の
方
が
な
ん
と
七
名
も
ぃ
ら
っ

し
や
り
、
ま
た
一
段
と
こ
の
会
の
輸
が
大
き
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
会
の
方
は
立
食
形
式
で
行

い
、
い
つ
も
と
同
じ
ょ
ぅ
に
先
鐵
か
ら
順
に
近
職
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の
な
か
か

ら
「こ
こ
だ
け
の
は
な
し
で
す
が
…
―
」
と
い
う
備

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
支
部
だ
よ
リ
ー
ー

北
人
生
も
少
な
く
な
―り
、
参
加
者
の
数
が
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
増
え
な
い
よ
う
で
す

、
た
だ
、
こ
の
会

は
人
数
が
少
な
く
て
も
、
年
齢
の
‐―――――
が
広
く
て
も
、

会
が
は
じ
ま
る
と
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
雰
―‐―――
気
に
な

ら
不
思
議
さ
が
あ
り
ま
す
．

平
成
四
年
、
は
じ
め
て
札
幌
に
い
ら
っ
し
ゃ
ろ
同

窓
の
方
々
は
ギ
一ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
．
ご
■
静
を
お

汁
ち
し
て
お
―り
ま
す

．

Ｉ
務
局
〒
〓
一
札
性
市
北
十
■
山

一
丁
目

北
十
条
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ
三
●
三

松
野
　
功
（新
′
回
）、
淳
子
（新
´
回
）

奮
０

一
一
―
七
四
七
―
三
八
〇
四

引
剌
ｄ
測
川
離
お
れ‐‐〓
じ
‐た‐‐¨
一
だ
＝
し
い
こ
と
に

土
地
推
か
転
勤
な
さ
な
方
が
多
↑
、
■
た
、
現
役
の


